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 第 1 章では研究背景・目的，分析枠組みと構成について述べられている。本研究におい
て，高等教育における学生の学習成果の獲得メカニズムを明らかにするため，インプット
である専門分野と出身大学については第 7 章，制度特性としての各学年における知識・技




いるかに関しては，第 5章と第 6章で検証している。 
 第 2 章では，学習成果の達成度をタイプ分けし、その特徴を検討している。そこでは米
国の大学のように日本でも大学 1年と 3年時点といった学習プロセスにおいて，学習成果
のアセスメントを導入・実施する必要性が指摘されている。 
 第 3 章においては，在学中の学習類型を作成し、授業外学習意欲が高い学生ほど，学習
時間量と学習意欲といった質との相乗効果がみられるのに対して，授業外学習意欲が低い
学生ほど，それらには量と質との相乗効果が見られないことを解明している。 




 第 5 章においては，大企業内定に対して，大学での学習成果としての知識・技能，就職
活動の開始時期と量や，内定獲得時期と量といった大学環境の効果が明らかにされている。 
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